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o r繋 《皿■

'慣
ぃξ黙製」■・卜でVS"嬌ミ螢ヽ で1増t

蜃0戻挙■暉口主ES翠■ヽ 撃むマ～詢」
′
熙|1椰燎|1中」繋

製卜゙ ‡製ぐ晨神■増411S',NS書や0麟」V中で1●や■貿
」■な゙ や製ぐ戻喘■口0さ',NS曽嘔"ぐR」■むヾ せヽ で
OS・

0 暉彗《口」
′
熙HttS黙製」“・準錮姜螢゙ 戻挙《撃製吉置

ξ撃ヨN嗽誉々 ～Ⅲ」
′
緯層撻ま」賞。

′
ミ佃ヤSeヽ凛、緊

ミ掏+20''N ヤヽ詢゙
°

(神串J輝選‖傘S■R事■静)
爆lo《e 槽富‡」

′
幅遺Tぐ戻挙凛吉口ヽ 製£々 ～範■

′,リ
=」ポ。V神串J瘍墨熙SSヽ民挙爆゙ 」ヽ むヾ 壼゙ でヽ 3°

0 [ヒ●■
′
や臨J窯撼凛ぶS 民ヽ誉颯檄■゙ ～莉■

.¶
縫[

首tS凶督【」鸞̀ V仲諄J蝋饗礫さ。ホ■卜・●やヽ ■)牛ィ
●ξRS帯■“製ぐ31却Nつせ

′
りヾ Eヽ燎"ヤ・1型↑せヽ 嶽

編ヽ富N饉」0なだむ0でヽ `°
O F唇」巽製卜●゙ 民S繊脅ヽ 製0でヽ ～々rJ」′椰歴槽日常
S国督【■■̀ V榛申ヨ蝋螺‖゙ ホヽヨ+70や■

.¶
籠常着」

ざ̀ ′燎識が鼎撻撃さヽ 麟H」゙ 展」Vホ■」ヽ なくこ0でヽ
`°

0 照‖晋ユ黙製十゙ SミS繊署ゃ製£々 幡ぼ■■
′
朝橿[壼t

S凶督【■■̀ V綺繊a帯盤漱澤●ホョ+●やヽ 颯擬゙ 晨S哺
■■ざ̀ 神臨a帯螺撚さo理H」ξ戻」Vホ■卜゙ "却ヽ 撃増
卜゙ £々」ミ瑯=摯鷲゙ 健卜10■■林CЮつξ～卜・|・

供‖鶴 陣握嘔翠SttR

(よ製練諄黒眠IIやS檸握嘔ギ‖浴)
爆||《0 拿製伸華尋要4蝶や」

′
職=超

′
用機椰0'製et●

～"ぐ■■い
′
ヤξ棒黎■■̀ Vミ`tl車似仲準(黒+く《燎

1晉S譴製」雄゙ や要條幸鶴b(栞●。,■●ヾ t●握嘔」雄・●

彙似練準掏饉V・くいtllф口掏優″ 卜ヽ1,S《」41VE
D°) 壌ヽ卜・|||♯0籠凶ぐ」雄゙ ●製ぐ民哺離口0させOiV′
峰種嘔ざ哺裕晰S碑担〔ざ掏」ヽ 誉ヾ むヽ “゙̀ °

o rtts電僣嗜ざ群榛麟せ
′
P製ぐ戻欄署増0き',～」

′
燎|

"」撃b r゙」爆‖ф」撃誉toモヽまつV蒙黎囀せ黒堀卜。瞑
～卜“

`

1 摩 撻嗜 哺ヾ榛撃事」
′
壇橿電ど哺檬曽̀ ξ′ヽFや艘椰輩黒

【薔黎やX■華製榛準ヨ螢鶯■撃椰■■。臨担嗜翠 “ヽ<・Q

イ“菫S●£P●」姜N」V‖檬《口ヽ 製や。■■掏熙」V華
マ《

11 辮饉彙製修非マ民悴絆事業¶奎や製燎民却着勲0さ」雄●
創買絆諄“民̀ Vt'●綸淋ヽ 築卜・●‖榛゙ 1゙艘ぐ゙ 繊籠',
N」′

2ヽ鷲bマ彗姜」口」_●●゙ 姜や群'VO々姜」
′
(

2■b 晰゙ヽ 1■撃誉゙ ギヤ奎●V(■■掏《」Vや゙ ヾ゙
■■ユ製」

′りだOSttr:,Ij2彗艘」々 ll 0ヽ林」V●“

|・1善
 ヽ颯Ⅲ■9ゝ 麟゙S'いF′椰灘‖籠」諄卜Ю薔桜」髯二V
椰奎彙憐伸議゙ 熙̀ 。P製神鵞尋熙■撃やは■鶴奎桜,V
■卜・|■喘24`V民 `で1゛椰極摯製神眸§認馘Fヽト
llや‖伸訥ヨ■JI棒絆和」“●掟櫂■どヽ ●|゛イルrS
綱=゛増善却JV‖撫《皿ヽ 製£●ミ姜

。 柵饉憮籠」■+゛悴‖」絆i lJ椰騒●l10準掏民̀ マE
嘔S椰騒■撻■■誉le騒繋賦毅椰S撃軽゙

′
椰饉増犀却凛

‖計NW=々 輛撻‡製仲‖ヤく。V棚饉螺籠」曇卜・●苺#
」■3V熙`゛〈●つSS椰椰=超」●む・1騒ヾ 賦梁椰S
麟籠″ξO●層1壺DVt々 絆NHl僣～」V‖擦Kru 製ヽ
St01

( 凱橿‡製伸臨FE格裸やヽ 椰極繋r」暉卜・■継■■3
V民`・1翻穏彙製伸鵞S椰“■量せ鸞̀ V蜃総■t●[=」
民̀ ll囃S'卜r′神眸劇黒職檬SNDVホ ■||=10ぱ゙嘔
」ヽY‖いや0ヤ製£゙ りヾ 」ヽ い漱製ヽ く,■
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い掏籠ヤで=づSN卜●・
■‖やま0 彙製当く

′
燎+In《緞1冒ξ譜製掏撃むマや製停‖

｀
ま:i[11li:l躙∫∫11
[1111::i!:]]illli吉:ま`E鷲:`「昴選
°
1さ‖書11lEE愚鷲‖tltミtミ1ギ郎ロト・・讐ぐ」壺

′

1:i:1鱗:曇::::書|:]]∫雷:l:::i
(彗OS憲=)

・

|:鸞 |::::::墨  [:::]署 髯 |:|:

(‖K“‖)
選目0《0 ‖橡《置■

′
“ξ翼■S燿こ」ヽ 郎●壼拠■■̀ v・

督C‐ヤ製£40～,, ぜヽ ●′ヤS目底」
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駆

卜
匈
・
卜

・
Ｎ
で

で

・
゛
【
・
Ｎ
寸

卜
Ｑ
・
Ｎ
Ｈ
・
Ｎ
一

】

・
∞

ｏ
∞
）

一
Ｈ
。
一
】
・
∞
一

卜
Ｎ
・
一
Ｈ
・
∞
゛

０
一
・
Ｈ
【
・
一
寺

マ
Ｈ
・
【

ｏ
い
０

，
Ｎ
・
Ｈ
Ｈ
・
∽
ヾ

Ｏ
Ｎ
・
Ｎ
Ｈ
●
い
ず

一
】
・
卜

・
０
で

り
Ｈ
・
Ｏ
Ｈ
・
一
一

Ｏ
Ｎ
・
Ｎ
Ｈ
・
り
，

０

・
卜

・
卜
ヾ

卜
Ｎ
・
〇
【
・
卜
で

い
一
・
Ｎ
【
・
卜
一

【

ｏ
Ｎ
Ｈ
・
∞
一

゛
゛
・
卜

・
０
一

一

・
Ｎ
Ｈ
・
０
一

卜
一
・
一
Ｈ
・
０
゛

【
Ｈ
・
一

・
一
〇

卜
゛
。
Ｎ
【
・
〇
い

０
】
・
０

・
【
Ю

一
゛
・
一
Ｈ
・
【
い

Ｏ
∞
・
Ｎ
Ｈ
・
】
い

卜
『
・
卜

・
゛
一

一
Ｎ
・
一

・
Ｎ
い

卜

・
Ｎ
【
・
製
一

Ｏ
Ｈ
・
∞
Ｈ
・
Ｎ
ｎ

∞
Ｈ
・
０

・
∞
め

一

・
Ｎ
】
・
∞
い

ヽ
回
條
日

歯
懐

歯
醸

讐
興

歯
撻

歯
撻

無
興

曹
饉

豪
也

歯
螢

渡
四

歯
整

歯

整
無
輌

歯
饉

歯
橿

戻
率

無
熙

歯
薔

歯
醤

錠
興

出
額

響
興

歯
額

世
優

響
増

歯
選

歯
醤

歯
遇

経
興

歯
題

歯
螢
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巡

畿

倒

　

悩

蝶
導

黙
泰

ヨ
　
率

環
導

緊
薬

腿

熙

樹
　
怪

襲
凛

緊
案

ヨ

撃

螂
導

寝

薬

一
Φ

卜
一

瑯

題

倒
　
怪

螺
運

緊
臨

ヨ
　
駆

螺
理

緊
案

一
〇
］

躍
條

Ｏ
い
】

い
一
Ｈ

Ｌ
卜
雄
霧
嶺

【

・
Ｎ
【
・
Ｎ
】

０
匈
・
一

・
∞
】

Ｏ
Ｈ
・
∞

・
”
】

卜

・
べ
】
・
∞
【

】
∞
・
卜

・
Ｅ

∞
Ｈ
・
゛
【
・
一
【

回
　
凛
　
Ｍ

∞
゛
・
卜

・
Ｎ
Ｈ

Ｈ
一
・
０

・
Ｎ
】

【
∞
・
【

・
∞
】

卜

・
∞

・
∞
一

卜
Ｎ
・
０

・
“
】

【
Ｎ
・
Ｈ

・
一
【

∞
【
・
Ｏ
Ｈ
・
ヾ
Ｈ

ヽ
回
゛
回

歯
橿

む
蜃

緩
興

歯
彗

曹
醤

無
口

歯
選

一
ヾ
【

０
い
Ｈ

【
い
Ｈ

一
Ｏ
Ｈ

∞
一
】

で
い
】

い
い
】

誕

鰯

倒
　
怪

螂
準

黙
駆

ヨ
　
暉

螺
導

緊
黙

瑯

熙

樹
　
怪

纏
導

黙
案

増
　
撃

環
導

緊
案

迅

覆

倒
　
怪

爆
導

黙
躊

゛
Ｏ
Ｈ

Ｏ
】
「

ヨ

暉

墨
誕

黙
案

ω
Ｏ
〓

卜
〓

寸
べ
】

霧
＝

Ｏ
Ｎ
Ｈ

一
０
「

０
り
Ｈ

∞
〓

い
∞
【

Ｏ
ｎ
Ｈ

０
０
「

一
Ｏ
Ｈ

０
い
【

∞
゛
【

い
Ｏ
Ｎ

り
∞
］

暉
卜
葉
霧
“

（椰

職
）

゛
Ｎ
・
Ｈ

・
Ｎ

Ｏ
Ｎ
・
０

・
Ｎ

０
「
・
Ｈ
Ｈ
・
籟

∞

・
吟

・
∞

一

・
〇
月
・
∞

【
゛
・
Ｎ
【
・
∞

【
Ｎ
・
０

・
一

【
Ｈ
・
∞

・
ヾ

０
【
・
Ｎ
Ｈ
・
マ

（軽

眺
）

∞
Ｈ
・
０

・
０

∞
Ｎ
・
∞

“
ｎ

Ｏ
Ｎ
・
Ｈ

・
一

Ｏ
Ｎ
・
０

・
Φ

一
Ｎ
・
卜

・
０

０

・
Ｎ
【
・
０

∞
Ｈ
・
０

・
ト

∞
　
・
∞
　
・
”

い
【
ｏ
Ｎ
〓
・
ト

∞
Ｈ
・
【

・
∞

０
】
・
一

・
∞

（経

職
）

卜ヽ

・
０

・
∞

Ｎ
Ｈ
・
【
【
・
∞

∞
Ｈ
。
Ｎ
Ｈ
・
∞

∞
Ｈ
・
一

・
０

一
Ｈ
・
一
Ｈ
・
一

∞
【
・
０

・
一
【

０
【
・
一
Ｈ
・
Ｏ
【

マ
Ｈ
・
燿
Ｈ
・
Ｏ
Ｈ

【
・
Ｎ
Ｈ
・

（軽

瞳
）

一

・
Φ

・
Ｎ
【

田
　
蝶
　
即

一
Ｔ

，

・
ぼ

卜
゛
・
Ｎ

・
一

い
Ｈ
・
一
【
・
Ｎ

一
Ｈ
・
一
Ｈ
・
Ｎ

０

・
∞

・
∞

り

・
】
【
・
∞

，
Ｎ
・
Ｈ

・
一

卜

・
∞

・
一

８

ム

Ｔ

一

Ｎ
Ｎ
・
Ｈ

・
い

０

・
∞

・
い

卜
Ｈ
・
０

・
い

Ｈ
ｍ
・
【

・
０

∞
Ｈ
・
卜

・
Φ

〇
∞
・
０

・
０

Ｏ
゛
・
Ｈ

・
ト

ヾ

・
∞

・
ト

Ｏ
Ｎ
・
０

・
ト

目

・
【

・
∞

Ｎ
Ｎ
・
】

・
∞

卜
Ｎ
・
０

・
∞

卜

・
Ｈ
Ｈ
・
∞

Ｏ
Ｎ
・
パ
【
・
∞

Ｏ
Ｎ
・
Ｈ

・
０

Ｏ
Ｎ
・
０

・
一

Ｎ
【
・
【

・
Ｏ
Ｈ

Ｏ
∞
・
卜

・
〇
】

卜
Ｑ
・
【
】
・
一
】

Ｏ
Ｈ
・
Ｈ

・
ロ

一
∞
・
０
日
・
〓

Ｏ
Ｎ
・
Ｈ

・
一
Ｈ

ヽ
回
準
回

震
ロ

ミ
彙

歯
選

無
興

歯
饉

む
蜃

経
興

歯
懐

歯
饉

錠
錮

晨
鸞

歯
憾

無
口

歯
撻

歯
選

響
興

歯
薔

歯
饉

歯
撻

彗
四

歯
撻

晨
率

歯
醤

讐
興

世
選

無
興

歯
醤

歯
週

絆
興

歯
饉

播
興

晨
奪

卜
〓

∞
ロ

Φ
ヨ

Ｏ
Ｎ
】

Ｈ
Ｎ
「

Ｎ
Ｎ
【

∞
Ｎ
Ｈ

，
Ｎ
】

い
一
Ｈ

Ｏ
Ｎ
【

卜
Ｎ
【

∞
Ｎ
“

Ｏ
Ｎ
【

卜
∞
Ｈ

“
゛
【

゛
で
Ｈ

∽
一
Ｈ

０
マ
【

卜
一
“

∞
ヾ
】



現
在
有
効
な
太
政
官
布
告
の
例

二
百
三
十
七
号

（

（明
治
五
年
十

一
月
九
日
太
政
官
布
告
第
二
百
三
十
七
号
）

今
般
改
暦
ノ
儀
別
紙
　
詔
書
ノ
通
被
　
仰
出
候
条
此
旨
相
達
候
事

（別
紙
）

詔
書
写

朕
惟
フ
ニ
我
邦
通
行
ノ
暦
タ
ル
太
陰
ノ
朔
望
ヲ
以
テ
月
ヲ
立
テ
太
陽
ノ
躍
度
二
合
ス
故
二
二
三
年
間
必
ス

閏
月
ヲ
置
カ
サ
ル
フ
得
ス
置
閏
ノ
前
後
時
二
季
候
ノ
早
晩
ア
リ
終
二
推
歩
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
殊
二
中

下
段
二
掲
ル
所
ノ
如
キ
ハ
率
子
妄
誕
無
稽
二
属
シ
人
知
ノ
開
達
ヲ
妨
ル
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ス
差
シ
太
陽
暦
ハ

太
陽
ノ
饉
度
二
従
テ
月
ヲ
立
ツ
日
子
多
少
ノ
異
ア
リ
ト
雖
モ
季
候
早
晩
ノ
変
ナ
ク
四
歳
毎
二
一
日
ノ
間
フ

置
キ
七
千
年
ノ
後
僅
二
一
日
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
ニ
過
キ
ス
之
ヲ
太
陰
暦
二
比
ス
レ
ハ
最
モ
精
密
ニ
シ
テ
其
便

不
便
モ
固
り
論
ヲ
挨
タ
サ
ル
ナ
リ
依
テ
自
今
旧
暦
ヲ
廃
シ
太
陽
暦
フ
用
ヒ
天
下
永
世
之
ヲ
遵
行
セ
シ
メ
ン

百
官
有
司
其
レ
斯
旨
フ
体
セ
ヨ

明
治
五
年
壬
申
十

一
月
九
日

一
今
般
太
陰
暦
ヲ
廃
シ
太
陽
暦
御
頒
行
相
成
侯
二
付
来
ル
十
二
月
三
日
ヲ
以
テ
明
治
六
年

一
月

一
日
卜
被

定
候
事

但
新
暦
鎮
板
出
来
次
第
頒
布
候
事

一
一
ケ
年
三
百
六
十
五
日
十
二
ケ
月
二
分
チ
四
年
毎
二
一
日
ノ
閏
フ
置
候
事

一
時
刻
ノ
儀
是
迄
昼
夜
長
短
二
随
ヒ
十
二
時
二
相
分
チ
侯
処
今
後
改
テ
時
辰
儀
時
刻
昼
夜
平
分
二
十
四
時

二
定
メ
子
刻
ヨ
リ
午
刻
迄
二
十
二
時
二
分
チ
午
前
幾
時
卜
称
シ
午
刻
ヨ
リ
子
刻
迄
フ
十
二
時
二
分
チ
午
後

幾
時
卜
称
候
事

一
時
鐘
ノ
儀
来
ル

一
月

一
ロ
ヨ
リ
右
時
刻
二
可
改
事

但
是
迄
時
辰
儀
時
刻
ヲ
何
字
卜
唱
来
候
処
以
後
何
時
卜
可
称
事

ヲ
新
暦
月
日
二
相
当

六
十
五
日
　
間
年
二

間
年
二
十
九
日

大十十十九八七六五四三二― 一

小二一月月月月月月月月月月太諸
毎月月          陽 祭
年大小大小大大小大小大小大暦典
替             等
ル三二三二三二三二三三二三一旧
コ十十十十十十十十十十十十年暦
トー 日一 日一一日一 日―八一二月
ナ 日 日  日 日 日  日 日日百日

共其其其其共其共其共其共百 シ
ーーーーーーーーーーーー六施
日日日日日日日日日日日日十行

六可
即 日致

同同同同同同同同同同同旧四事
暦年

癸壬毎
酉 申ニ

置
十 九八七聞六五四三二正十之
月月  六       二
十十 月月月月月月月月月月
二二十十九七七五五三 四三
日日日日日日日日日日日日

時
刻
表
‐

午
前

零
時
　
即
午
後
十
二
時

四
時
　
寅
刻

五
時
　
寅
半
刻

八
時
　
辰
刻

九
時
　
辰
半
刻

十
二
時
　
午
刻

午
後

一
時
　
午
半
刻

一
一時

五
時
　
申
半
刻

六
時
　
酉
刻

九
時
　
戌
半
刻

十
時
　
亥
刻

右
之
通
被
定
候
事

一
時
　
子
半
刻

一一時
　
丑
刻

卯
刻

七
時
　
卯
半
刻

巳
刻

十

一
時
　
巳
半
刻

未
刻

〓
一時
　
未
半
刻

四
時
　
申
刻

七
時
　
酉
半
刻

八
時
　
戌
刻

十

一
時
　
亥
半
刻

十
二
時
　
子
刻

薄杏勇

三
時
　
丑
半
刻

現
在
有
効
な
太
政
官
達
の
例

明
治
十
年
太
政
官
達
第
九
十
七
号

（大
勲
位
菊
花
大
綬
章
及
副
章
製
式
ノ
件
）

（明
治
十
年
十
二
月
二
十
五
日
太
政
官
達
第
九
十
七
号
）

明
治
九
年
中
欽
定
ノ
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
及
副
章
製
式
別
冊
ノ
通
二
侯
事

右
相
達
候
事

（別
冊
＝
略
）

附
　
則

　

（昭
和

一
一
年
五
月

一
九
日
勅
令
第
六
五
号
）

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

従
前
ノ
略
綬
ハ
当
分
ノ
内
側
之
ヲ
侃
用
ス
ル
コ
ト
フ
得

附
　
則

　

（平
成

一
四
年
八
月

一
二
日
政
令
第
二
七
七
号
）

（施
行
期
日
）

１
　

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
五
月

一
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
規
定
は
、
平
成
十
五
年
十

一
月
二

日
以
後
の
日
付
を
も
っ
て
授
与
さ
れ
る
勲
章
か
ら
適
用
す
る
。

（経
過
措
置
）

２
　

，」
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
勲
章
及
び
平
成
十
五
年
十

一
月
二
日
以
前

の
日
付
を
も
っ
て
授
与
さ
れ
る
勲
章
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

現
在
有
効
な
勅
令
の
例

明
治
十
九
年
勅
令
第
五
十

一
号

（本
初
子
午
線
経
度
計
算
方
及
標
準
時
ノ
件
）

（明
治
十
九
年
七
月
十
三
日
勅
令
第
五
十

一
号
）

英
国
グ
リ
ニ
ツ
チ
天
文
台
子
午
儀
ノ
中
心
ヲ
経
過
ス
ル
子
午
線
ヲ
以
テ
経
度
ノ
本
初
子
午
線
ト
ス

経
度
ハ
本
初
子
午
線
ヨ
リ
起
算
シ
東
西
各
百
八
十
度
二
至
り
東
経
ヲ
正
ト
シ
西
経
フ
負
ト
ス

明
治
二
十

一
年

一
月

一
日
ヨ
リ
東
経
百
三
十
五
度
ノ
子
午
線
ノ
時
ヲ
以
テ
本
邦

一
般
ノ
標
準
時
卜
定
ム

現
在
有
効
な
閣
令
の
例

明
治
二
十
五
年
間
令
第
四
号

（各
庁
二
於
テ
公
務
上
在
外
公
使
領
事
ヲ
煩
ハ
ス
ト
キ
外
務
大
臣
へ
照
会
ノ

件
）（明

治
二
十
五
年
五
月
二
十
七
日
閣
令
第
四
号
）

各
官
庁
二
於
テ
公
務
上
在
外
公
使
領
事
ヲ
煩
ハ
サ
、
ル
フ
得
サ
ル
コ
ト
ア
ル
時
ハ
事
ノ
大
小
フ
論
セ
ス
総

テ
之
フ
外
務
大
臣
へ
照
会
又
ハ
票
請
ス
ヘ
シ

但
予
メ
外
務
大
臣
ノ
承
諾
フ
経
テ
直
接
通
信
ヲ
為
ス
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス



題
名
の
な
い
法
令

明
治
二
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号

（決
闇
罪
二
関
ス
ル
件
）

（明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
法
律
第
二
十
四
号
）

第

一
条

　

決
闘
ヲ
挑
ミ
タ
ル
者
又
ハ
其
挑
二
応
シ
タ
ル
者
ハ
六
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
処
シ
十

円
以
上
百
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス

第
二
条

　

決
闘
ヲ
行
ヒ
タ
ル
者
ハ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
処
シ
二
十
円
以
上
二
百
円
以
下
ノ

罰
金
フ
附
加
ス

第
二
条

　
決
闘
二
依
テ
人
ヲ
殺
傷
シ
タ
ル
者
ハ
刑
法

ノ
各
本
条

一一照
シ
テ
処
断
ス

第
四
条

　

決
闘
ノ
立
会
ヲ
為
シ
又
ハ
立
会
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
約
シ
タ
ル
者
ハ
証
人
介
添
人
等
何
等
ノ
名
義

フ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス

一
月
以
上

一
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
処
シ
五
円
以
上
五
十
円
以
下
ノ
罰
金
フ
附
加
ス

０
２

情
ヲ
知
テ
決
闘
ノ
場
所
ヲ
貸
与
シ
又
ハ
供
用
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
罰
前
項
二
同
シ

第
五
条

　

決
闘
ノ
挑
二
応
セ
サ
ル
ノ
故
フ
以
テ
人
ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
刑
法

二
照
シ
誹
毀
ノ
罪
ヲ
以
テ

論
ス

第
六
条

　
前
数
条
二
記
載
シ
タ
ル
犯
罪
刑
法

二
照
シ
其
重
キ
モ
ノ
ハ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス

現
行
法
令
の
考
え
方

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
結
婚
の
儀
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日
と
す
る
法
律

（平
成
五
年
四
月
二
十
日
法
律
第
二
十
二
号
）

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
結
婚
の
儀
の
行
わ
れ
る
日
は
、
休
日
と
す
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
日
は
、
他
の
法
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）に
規
定
す
る
日
と
す
る
。



○道路交通法 (昭和 35年法律第 105号)

第 4条  都 道府県公安委員会 (以下 「公安委員会」という。)は 、道路における危険を防止し、その他交

通の安全と円滑を図り、又は交通公害その他の道路の交通に起因する障害を防止するため必要がある

と認めるときは、政令で定めるところにより、信号機又は道路標識等を設置し、及び管理して、交通

整理、歩行者又は車両等の通行の禁止その他の道路における交通の規制をすることができる。 〔 以

下略〕

第 7条  道 路を通行する歩行者又は車両等は、信号機の表示する信号又は警察官等の手信号等 (前条第
一項後段の場合においては、当該手信号等)に 従わなければならない。 〔 以下略〕

第 121条 次 の各号のいずれかに該当する者は、2万 円以下の罰金又は科料に処する。
一  第 四条 (公安委員会の交通規制)第 一項後段に規定する警察官の現場における指示若しくは第

六条 (警察官等の交通規制)第 4項 の規定による警察官の禁止若しくは制限に従わず、又は第 7

条 (信号機の信号等に従う義務)若 しくは第 8条 (通行の禁止等)第 1項の規定に違反した歩行

者  〔以下略〕

○道路交通法施行令 (昭和 35年政令第 270号)

第 2条 法 第4条第 4項 に規定する信号機の表示する信号の種類及び意味は、次の表に掲げるとおりと

し、同表の下欄に掲げる信号の意味は、それぞれ同表の上欄に掲げる信号を表示する信号機に対面す
る交通について表示されるものとする。

信号の種類 信号の意味

青色の灯火 歩行者は、進行することができること。

自動車、原動機付自転車 (右折につき原動機付自転車が法第二十四条第五項本文

の規定によることとされる交差点を通行する原動機付自転車(以下この表において

「多通行帯道路等通行原動機付自転車」という。)を 除く。)、 ト ロリーバス及び路

面電車は直進し、左折し、又は右折することができること。

多通行帯道路等通行原動機付自転車及び軽車両は、直進 (右折しようとして右折

する地点まで直進し、その地点において右折することを含む。)し 、又は左折する

ことができること。

黄色の灯火 歩行者は、道路の横断を始めてはならず、また、道路を横断している歩行者は、

すみやかに、その横断を終わるか、又は横断をやめて引き返さなければならないこ

と。

車両及び路面電車 (以下この表において 「車両等」という。)は 、停止位置をこ

えて進行してはならないこと。ただし、黄色の灯火の信号が表示された時において

当該停止位置に近接しているため安全に停止することができない場合を除く。

赤色の灯火 一 歩 行者は、道路を横断してはならないこと。

二 車 両等は、停止位置を越えて進行してはならないこと。

二 交 差点において既に左折している車両等は、そのまま進行することができるこ

と。

四 交 差点において既に右折している車両等 (多通行帯道路等通行原動機付自転車及

び軽車両を除く。)は 、そのまま進行することができること。この場合において、

当該車両等は、青色の灯火により進行することができることとされている車両等の

進行妨害をしてはならない。

五 交 差点において既に右折している多通行帯道路等通行原動機付自転車及び軽車

両は、その右折している地点において停止しなければならないこと。 〔 以下略〕

○道路交通法施行規則 (昭和 35年総理府令第 60号 )

第 4条  信 号機の構造及び燈器の高さの基準は、別表第 1の とおりとする。

2 信 号機の燈器の性能は、次の各号に定めるとおりとする。
一  燈 火は、高速自動車国道及び自動車専用道路においては 200メ ー トル、その他の道路において

は 150メー トル前方から識別できる光度を有すること。

二  燈 火の光の発散角度は、左方、右方及び下方に、それぞれ 45度以上のものであること。

三  太 陽の光線その他周囲の光線によつて紛らわしい表示を生じやすいものでないこと。
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河

日
本
の
議
会

「見
え
な
い
議
会
」
を
見
え
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
議
会
の
問
題
を
考
え
る
場

合
に
、
議
会
の
し
く
み
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
で
は
、
「議
会
」
は
国
会
だ
け
で
な
く
、
全
国
二
、
二
人
二
の
都
道
府
県
、
市
町
村
の
す
べ
て
に
あ

つ^
υ
。国

会
は
衆
議
院
と
参
議
院
の
二
院
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
都
道
府
県
議
会
と
市
町
村
議
会
は

一
院
制
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、　
一
日
に
議
会
と
い
つ
て
も
、
そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

議
員
の
任
期
は
、
衆
議
院
が
四
年
、
参
議
院
は
六
年
で
三
年
ご
と
に
半
数
が
改
選
さ
れ
る
。
た
だ
し
衆
議

院
の
ほ
う
は
解
散
が
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
平
均
の
任
期
は
約
二
年
半
と
い
わ
れ
る
「
地
方
議
会
は
、
任
期
は

四
年
で
解
散
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
は
、
中
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
の
選
挙
は
、
中
進

挙
区
と
比
例
代
表
の
完
全
分
離
型
並
立
制

（重
複
立
候
補
を
認
め
な
じ

で
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
先
の
政

治
改
革
法
の
成
立
に
よ

っ
て
、
衆
議
院
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

（重
複
立
候
補
を
認
め
る
）
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
衆
議
院
の
選
挙
制
度
の
改
革
は
、
い
ず
れ
、
参
議
院
と
地
方
議
会
の
あ
り
方
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
選

挙
制
度
の
改
革
に
運
動
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
方
議
会
の
選
挙
制
度
は
、
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
は
中
選
挙
区
制
で
あ
り
、
そ
の
他
の
市
町
村
の

選
挙
は
単

一
の
選
挙
区
で
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
選
挙
区
の
な
い
選
挙
、
す
な
わ
ち
大
選
挙
区
制
で
あ
る
。

国
会
議
員
の
定
数
は
、
こ
れ
ま
で
衆
議
院
は
五
一
一
名
、
参
議
院
は
二
五
二
名
で
あ
っ
た
が
、
衆
議
院
の

定
数
が
五
〇
〇
名

（小
選
挙
区
三
〇
〇
名
、
比
例
区
二
〇
〇
名
）
に
変
わ
る
。

地
方
議
会
の
議
員
の
定
数
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
し、
る
。
人
口
規
模
に
応
し
て
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
上
限
、
下
限
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
町
村
で
は
最
低

一
二
人
、
最
高
三
〇
人
、

市
は
最
低
三
０
人
、
最
高

一
〇
〇
人
、
都
道
府
県
は
最
低
四
〇
人
、
最
高

一
二
〇
人
。
た
だ
し
東
京
都
の
場

合
は
最
高

一
三
０
人
で
、
実
際
は
一
二
人
名
の
定
数
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
員
と
い
う
肩
書
の
つ
く
職
業
人
を
合
計
す
る
と
、
約
六
万
五
千
人
の
大
集
団
と
な
る
。

こ
れ
を
支
え
る
お
金
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

国
会
で
は
平
成
三
年
度
の
決
算
額
は
約
九
九
二
億
円
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
議
員
歳
費
は
約

一
七
二
億
円
で

あ
り
、
立
法
事
務
費
が
約
二
九
億
円
、
文
書
通
信
交
通
費
が
約
七
〇
億
円
で
あ
る
。

ま
た
地
方
議
会
で
は
、
同
し
く
平
成
三
年
度
の
決
算
額
を
見
る
と
、
議
員
報
酬
は
約
二
、
五
九
二
億
円
で

あ
り
、
そ
れ
を
含
む
議
会
費
の
総
決
算
額
は
五
、
四
四
二
億
円
で
あ
る
。

簿1意 見 えない議会

第 1章  見 えない議会

つ
ま
り
国
会
か
ら
地
方
議
会
ま
で
、
議
会
に
か
け
て
い
る
総
費
用
を
合
算
す
る
と
、
約
六
、
四
二
五
億
円
　
貿

に
達
す
る
。
こ
の
巨
額
の
金
は
、
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
や
は
り
有
効
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な
税
金
で
あ
る
。

議
会
は
、
権
力
機
構
の
う
ち
、
立
法
部
門
を
担
当
す
る
機
構
で
あ
る
。
つ
ま
り
憲
法
で
は

「国
会
は
、
国

権
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
議
会
は
地
方
自
治
法
で

「条
例
を
設
け
又
は
改
廃
す
る
こ
と
。
予
算
を
定
め
る
こ
と
。
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
等
」
と
さ
れ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
よ
う
な

「近
代
的
な
国
家
」
で
は
、
政
治
は
す
べ
て
法
律
に
も
と
づ
い

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

「法
治
主
義
の
原
則
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
法
律

（条
例
）
を

つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
議
会
の
権
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
議
会
の
構
成
員
た
る
議
員
の
仕
事
の
最
も
重
要

な
部
分
が

「立
法
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

国
会
議
員
の
仕
事

国
会
議
員
の
仕
事
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
二
つ
あ
る
。
ま
ず
第

一
は
、
日
本
を
ど
ん
な
国
に
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
政
策
を
立
案
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
国

会
に
提
出
さ
れ
た
法
律
を
検
討
し
て
賛
成
す
る
か
、
修
正
す
る
か
、
反
対
す
る
か
判
断
す
る
こ
と
で
あ
り
、

第
二
は
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
お
役
所
の
仕
事
ぶ
り
を
、
国
会
で
の
質
問
を
通
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
国
会
で
は
国
会
議
員
が
そ
う
し
た
仕
事
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
か
ど

う
か
と
な
る
と
、
大
い
に
疑
間
で
あ
る
。

政
策
は
宮
僚
ま
か
せ
　
　
ま
ず
、
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
国
の
運
営
に
か
か
わ
る
重
要
な
政

策
は
、
国
会
議
員
よ
り
も
実
際
は
官
僚
が
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
有
力
政
治
家
が

と
き
お
り
政
策
を
発
表
す
る
が
、
そ
の
黒
子
が
官
僚
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
知
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
そ
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
に
つ
い
て
、
国
会
議
員
自
身
が
法
律
を
つ
く
る
議
員
立
法
の
事

例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
少
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
´

国
の
針
路
に
関
係
す
る
よ
う
な
重
要
な
法
律
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
生
活
に
関
係
す
る
法
律
ま
で
ほ
と
ん
ど

を
霞
が
関
の
官
僚
が
代
わ
り
に
つ
く
っ
て
く
れ
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
官
僚
が
国
会
で
説
明
し
て

く
れ
る
の
で
、
国
会
議
員
は
法
律
を
つ
く
る
必
要
が
な
い
し
、
時
に
は
、
大
臣
で
さ
え
自
分
の
担
当
す
る
法

律
の
内
容
を
知
ら
な
く
て
す
む
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
重
要
な
法
律
の
審
議
の
時
に
、
野
党
議
員
の
質
問
に
対
し
担
当
大
臣
が

「そ
れ
は
大
事
な
こ
と
な
の

で
、
政
府
委
員

（お
役
人
）
に
答
弁
さ
せ
ま
す
」
と
再
三
や
っ
て
、
失
笑
を
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
本
会
議
　
　
ま
た
、
日
本
の
国
会
で
は
年
間
約

一
〇
〇
本
の
法
律
が
提
案
さ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
知
る
た
め
の
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
会
議
員
は
内
容
を

知
ら
ず
に
賛
成
し
た
り
、
反
対
し
た
り
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ



議
員
は
自
分
が
か
か
わ
っ
て
い
る
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
数
本
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
理

解
し
て
い
る
が
、
他
の
法
律
に
つ
い
て
は
そ
の
議
員
が
所
属
し
て
い
る
会
派
で
、
会
派
拘
束
と
い
う
形
で
賛

成
か
反
対
か
を
決
め
て
く
れ
る
の
で
、
国
会
議
員
は
法
律
の
中
身
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
そ
の
指
示
に
従
っ

て
議
場
の
中
で
立
っ
た
り

（賛
成
）
座
っ
た
り

（反
対
）
し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
、
筆
者
が
社
会
党
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
初
登
院
し
た
頃
、
国
会
の
中
の
行
動
隊
副
隊
長
に

任
命
さ
れ
た
。
そ
の
役
割
の
一
つ
が
、
本
会
議
場
で
の
立
っ
た
り
座
っ
た
り
の
目
印
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

本
会
議
の
開
会
約
二
〇
分
前
か
ら
代
議
士
会
が
開
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
議
院
運
営
委
員
会
の
理
事
か
ら
、
当

日
の
本
会
議
に
提
案
さ
れ
る
法
律
案
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
党
と
し
て
賛
成
か
反
対
か
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
内

容
が
箇
条
書
き
に
さ
れ
て
一
応
全
議
員
に
渡
さ
れ
る
の
だ
が
、
本
会
議
場
に
入
る
と
最
前
列
の
自
分
が
、
そ

れ
を
記
憶
し
て
お
い
て
、
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
時
折
、
日
印
の
本
人
が
他
の
こ
と
を

考
え
て
，
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
賛
成
起
立
の
時
に
周
辺
は
座
っ
た
ま
ま
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
議
場
の
雰

囲
気
で
あ
わ
て
て
立
っ
て
、
周
辺
も
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

無
所
属
議
員
の
場
合
は
、
事
前
の
情
報
も
少
な
く
、
本
会
議
直
前
に
、
そ
の
日
提
案
さ
れ
る
法
律
の
中
身

を
知
り
、
そ
こ
で
態
度
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
判
断
に
は
限
界
も
あ
る
の
で
、
自
分
の
立
場
に

近
い
政
党
の
動
き
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

っ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
法
案
の
行
方
は
、
本
会
議
が
開
か
れ
る
前
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
議
場

で
の
立
つ
た
り
座
っ
た
り
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
議
員
た
ち
は
法
案
へ
の
賛
否
へ
の
関
心
よ
り
も
、
普
段
忙
し
く
て
お
互
い
に
会
う
こ
と
の
で
き

な
い
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
議
場
を
使
う
こ
と
に
な
る
。

議
員
の
紹
介
で
国
会
に
傍
聴
に
来
る
人
々
は
、
厳
し
い
ボ
デ
ィ
ー
チ
エ
ッ
ク
を
受
け
、
サ
イ
フ
以
外
の
物

＝
ほ
と
ん
ど
ロ
ッ
カ
ー
に
置
い
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
議
場
で
は
声
を
出
す
こ
と
も
拍
手
を

す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
衛
視
に
監
視
さ
れ
な
が
ら
、
緊
張
し
て
座
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
議
場
を
見
る
と
、
私
語
で
騒
然
と
し
、
議
員
が
あ
ち
こ
ち
と
歩
き
回
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
傍
聴
に
来
た

人
た
ち
は
、
こ
の
光
景
に
び
っ
く
り
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
議
場
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
形

式
的
な
セ
レ
モ
ニ
ー
の
場
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

不
十
分
な
行
政
の
チ
ェ
ツ
ク
　
　
次
に
、
お
役
所
の
仕
事
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
本
会
議
場
で
の
質
問

は
、
機
会
も
少
な
く

一
方
通
行
に
な
り
が
ち
で
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
委
員
会
で
の
一
般
質
問
で
、
多
様

な
角
度
か
ら
役
所
の
仕
事
を
点
検
し
た
い
と
考
え
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
与
党
が
質
疑
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
に
応
し
よ
う
と
し
な
い
。
よ
し
ん
ぼ
と
れ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
十
分
な
時
間
は
と
れ
な
い
。
さ
ら
に
与

党
議
員
は
、
ほ
と
ん
ど
委
員
会
で
質
問
を
し
な
い
し
、
委
員
会
室
に
座
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
多
い
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
国
会
の
し
く
み
に
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、
会
期
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
与
党
議
員
　
″
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は
、
政
府
提
案
の
法
律
を
で
き
る
限
り
早
く
成
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
た
め
、
余
計
な
時
　
“

間
を
と
ら
れ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

自
民
党
の
一
党
支
配
の
時
代
に
は
、
政
府
提
案
の
法
律
は
、
事
前
に
部
会

（各
常
任
委
員
会
に
対
応
し
、
商
工

部
会
と
い
っ
た
組
織
が
あ
る
）
で
関
係
議
員
に
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
う

え
で
総
務
会
の
決
定
を
経
て
国
会
に
提
案
さ
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
与
党
議
員
が
、
あ
ら
た
め
て
委
員
会
で

質
問
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

「忙
し
い
」
議
員
　
　
そ
れ
で
は
、
国
会
議
員
と
い
う
の
は
、
毎
日
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
か
、
忙
し

そ
う
に
分
き
ざ
み
で
人
と
会
っ
た
り
、
ど
こ
か
に
出
か
け
た
り
し
て
ぃ
る
が
、
そ
れ
ら
の
行
動
は
、
結
局
は

国
会
議
員
が
今
後
も
国
会
議
員
で
あ
る
た
め
の
仕
事
、
つ
ま
り
、
次
の
選
挙
対
策
の
た
め
に
走
り
回
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。
交
通
達
反
処
理
の
相
談
、
入
学
、
就
職
の
相
談
、
制
度
融
資
の

利
用
の
相
談
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
支
持
者
か
ら
の
相
談
が
あ
る
一
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
相
談
の
中
に
は
、

法
律
の
運
用
に
関
係
す
る
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
す
べ
て
が
陳
情
、
苦
情
処
理
と
は
言
い
切

れ
な
い
が
、
多
く
は
支
持
者
の
維
持
、
拡
大
の
た
め
の
世
話
や
き
活
動
、
そ
し
て
資
金
集
め
活
動
で
あ
る
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
会
合
に
政
治
家
が
必
死
に
出
席
す
る
の
は
、
次
の
選
挙
に
向
け
て
顔
を
売
る
た
め
で

あ
り
、
ま
た
主
催
者
は
、
国
会
議
員
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
で
自
分
の
面
目
が
立
つ
。
冠
婚
葬
祭
を
走
り
回
る

の
も
そ
の
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
が
国
会
議
員
の
仕
事
の
実
情
な
の
で
あ
る
。

政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

現
在
、
政
治
は
長
年
続
い
た
自
民
党
の
一
党
支
配
の
政
治
が
終
了
し
、
細
川
政
権
、
羽
田
政
権
、
村
山
政

権
、
と
連
立
政
権
の
時
代
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
政
党
が
次
々
と
で
き
、
国
会
の
様
子
も
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
国
会
議
員
の
一
人
一
人
の
行
動
が
先
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
之
で
は
、
新

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
近
、
有
力
な
政
治
家
が
こ
れ
ぞ
れ
政
治
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
小
沢
一

郎
氏
は
、
著
者

『日
本
改
造
計
画
」
で
、
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
確
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

小
沢
氏
の
目
的
と
す
る
も
の
は
、
お
お
ま
か
に
い
っ
て

「わ
か
，
や
す
い
政
治
」
を
実
現
す
る
こ
と
、
も

う

一
点
は
、
政
治
の
主
導
力
を

「官
僚
」
か
ら

「民
」
の
代
表
た
る
政
治
家
に
移
転
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ

ス
マ
つ
。

こ
の
理
念
自
体
に
は
、
大
い
に
賛
成
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
小
沢
氏
が
主
張
す
る
手
法
に
は
疑
間
点
が
多
い
。
小
沢
氏
の
主
張

に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
「わ
か
り
や
す
い
政
治
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
議
会
に
お
い
て
は

「談
合
政
治
」
を

排
し
、
多
数
決
原
理
を
貫
徹
す
る
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″



そ
し
て
、
そ
の
一
方
で
、
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
確
立
す
る
た
め
に
、
内
閣
の
機
能
を
よ
り
強
化
し
、

行
政
の
中
に
ま
で
与
党
の
政
治
家
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
権
力
を
完
全
に
掌
握
す
る
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、　
一
五
〇
～
〓
ハ
０
人
程
度
の
与
党
議
員
を
各
省
庁
に
送
り
こ
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「民
」
主
体
の
政
策
決
定
を
行
う
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
提
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
内
閣
制
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
小
沢
氏
が
現
代
の
政
治
家
の
中
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
国
際
政
治
に
造
指
が
深
い
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
の
理
解
も
結
局
は
表
面
的
、
外
面
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
小
沢
氏
は
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
政
治
の
根
本
的
な
相
違
を
無

視
し
て
、
制
度
導
入
だ
け
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
す
第

一
に
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
政
府
に
入
っ
て
い
る
議
員
の
数

が
多
い
の
は
、
提
出
法
律
案
ご
と
に
法
案
審
査
委
員
会
を
つ
く
る
た
め
、
委
員
会
で
の
野
党
側
の
質
疑
に
応

え
、
政
府
の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
必
然
的
に
多
く
の
閣
外
大
臣
や
政
務
次
官
を
張
り
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

（下
院
議
員
た
る
大
臣
は
上
院
に
出
席
で
き
ず
、
上
院
議
員
た
る
大
臣
も
同
様
に
下
院
に
出
席

で
き
な
い
こ
と
も
、
政
府
に
入
る
議
員
の
数
を
多
く
し
て
い
る
）
。

何
も
こ
れ
ら
の
大
臣
が
全
員
常
に
政
府
の
意
思
決
定
に
参
画
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
お
い
て
重
要
な
原
則
は
、
「政
治
情
報
は
ま
す
議
会
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
歳
入
予
算

（
一
九
九
二
年
か
ら
歳
入
歳
出
が
一
体
化
さ
れ
た
）
は
常

に
政
府
の
最
高
首
脳
だ
け
で
極
秘
に
決
定
さ
れ
、
他
の
閣
内
大
臣
は
も
ち
ろ
ん
、
与
党
議
員
に
も
事
前
に
知

ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
か
つ
て
、
歳
入
予
算
を
大
蔵
大
臣
が
発
表
前
日
に
も
ら
し
、
責
任
を
と
っ
て
辞
任

し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
原
則
の
も
と
で
は
、
政
府
の
意
思
決
定
に
参
加
で
き
る
者
は
一
部
に
限
ら
れ
て
お

り
、
情
報
到
達
の
点
か
ら
す
る
と
、
与
党
議
員
も
野
党
議
員
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
議
会
で
は
与
野
党
問
わ
ず
議
論
が
沸
購
し
、
そ
の
審
議
が
活
性
化
し
て
、
「わ
か
り
や
す

い
議
会
」
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

形
骸
化
す
る
国
会
審
議

小
沢
氏
の
い
う
よ
う
に
、
「民
」
の
代
表
た
る
政
治
家
を
大
挙
し
て
各
省
庁
に
送
り
込
ん
で
、
事
前
審
査

セ
強
め
る
の
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
国
会
審
議
を
形
骸
化
さ
せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
体
制

が
実
現
す
れ
ば
、
議
会
は
多
数
決
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
た
め
の
た
ん
な
る
儀
式
の
場
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
な
い
ほ
う
が
よ
り
ま
し
な
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
も
う

一
点
、
日
英
両
国
の
政
治
の
質
の
違
い
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
政

治
の
テ
ー
マ
は
日
本
同
様
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
目
立
つ
の
は
国
際
問
題
、
た
と
え
ば
、
Ｅ

Ｃ
問
題
や
英
連
邦
問
題
、
国
内
的
に
は
、
税
金
や
雇
用
、
治
安

（Ｉ
Ｒ
Ａ
）
問
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、
国
際
問
題
等
そ
っ
ち
の
け
で
、
も
っ
ば
ら
利
益
誘
導
が
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
。
″
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つ
ま
り
、
政
治
と
は
、
規
制
の
強
化
と
そ
の
見
返
り
で
あ
る
補
助
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
法
案
の

審
議
は
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
風
土
の
中
で
、
与
党
議
員
が
多
数
政
府
に
入
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結

果
は
、
火
を
見
る
ょ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
利
益
誘
導
が
い
っ
そ
う
激
烈
に
な
り
、
立
法
府
の
行
政
府
に
対

す
る
侵
害
が
お
こ
り
、
三
権
分
立
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

こ
の
政
治
体
制
は

「議
会
統
治
制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
治
の
質
を
転
換
す
る
こ
と
な
く
イ

ギ
リ
ス
の
制
度
を
真
似
て
も
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
な
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
い
か
に
民
主
政
治
を
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
時
代
の
流
れ
ど
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
、
あ
く
ま
で
も

「三
権
分
立
」
を
前
提
に
し
た
う
え
で
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
確
立
す

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

議
会
統
治
制
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
人
世
紀

の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
支
配
体
制
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
う
る
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
は
議
会
の
七
四
五
人
の
議

員
の
う
ち
、
約

一
〇
〇
人
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
中
間
派
約
五
〇
〇
名
を
影
響
下
に
お
い
て
、
警

察
権
を
手
中
に
収
め
、
ま
た
裁
判
所
も
支
配
し
て
独
裁
体
制
を
確
立
し
、
反
対
派
約
二
万
人
を
処
刑
す
る
恐

怖
政
治
を
展
開
し
た
と
い
う
。

引
用
し
た
事
例
が
少
々
古
い
が
、
現
代
日
本
の
中
央
集
権
的
な
政
治
制
度
の
も
と
で
、
議
会
統
治
制
が
実

施
さ
れ
た
場
合
を
想
像
す
る
と
、
少
し
空
恐
ろ
し
く
な
る
。
議
会
統
治
制
に
よ
っ
て
、
行
政
の
情
報
が
与
党

に
完
全
掌
握
さ
れ
、
次
い
で
地
域
、
末
端
に
い
た
る
利
権
の
構
図
も
そ
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

と
、
結
局
野
党
は
そ
れ
に
抵
抗
す
る
方
法
が
な
く
な
り
、
政
治
は
閉
塞
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
か
ね
な
い
の
で

あ

る

。「対
抗
す
る
場
」
と
し
て
の
議
会

こ
の
よ
ヶ
な
危
険
性
を
も
つ
議
会
統
治
制
は
選
択
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

議
会
権
力
が
行
政
権
力
に
従
属
し
て
き
た
が
、
憲
法
で
も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
議
会
が

そ
の
本
来
の
役
割
を
果
た
し
、
行
政
権
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
し
て
そ
れ
に

「対
抗
す
る
場
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
議
会
の
信
任
を
得
た
内
閣
が
行
政
を
統
括
し
て
、
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の

「発
揮
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
代
民
主
政
治
で
は
あ
く
ま
で
も
議
会
を
通
し
て
法

律
を
つ
く
る
、
あ
る
い
は
改
廃
す
る
、
ま
た
は
質
疑
を
通
し
て
行
政
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
内
閣
の
行
う
政
治
は
、
小
沢
氏
の
い
う

「議
会
統
治
制
」
と
は
反
対
に
、
行
政
の
側
が
審
議

会
な
ど
を
隠
れ
み
の
に
し
て
、
実
際
は
官
僚
が
政
策
を
立
案
し
、
そ
れ
を
閣
議
に
か
け
て
決
定
し
、
国
会
に
　
“



提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
行
政
権
力
が
議
会
の
中
ま
で
に
入
り
こ
み
、
議
会
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
人
事
案
件
に
つ
い
て
も
、
そ
の
人
物
の
業
績
な
ど
詳
細
は
知
ら
さ

れ
ず
、
役
所
の
意
向
で
そ
の
Ｏ
Ｂ
が
公
然
と
押
し
こ
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
公

正
取
引
委
員
会
は
か
つ
て
は
民
間
人
の
委
員
も
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
役
所
の
Ｏ
Ｂ
に

占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
形
式
的
な
人
事
承

認
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
社
会
党
の
商
工
部
会
で
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
出
席
し
た
役
人
は
、
呼
ば

れ
た
こ
と
自
体
が
納
得
が
い
か
な
い
。
「人
事
権
は
自
分
た
ち
に
あ
り
、
議
会
に
承
認
を
求
め
る
の
は
あ
く

ま
で
も
形
式
に
す
ぎ
な
い
、
と
や
か
く
文
句
を
言
う
な
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
も
の
で
あ

２●
。こ

れ
か
ら
の
政
治
を
考
え
る
場
合
、
政
治
家
が
行
政
を
か
き
ま
わ
す
こ
と
も
、
反
対
に
行
政
が
政
治
家
を

か
き
ま
わ
す
こ
と
も
、
と
も
に
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
内
閣
の
政
策
は
与
党
議
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

プ
に
■
っ
て
立
法
化
さ
れ
、
そ
し
て
国
会
に
提
案
さ
れ
て
野
党
議
員
と
の
間
で
審
議
さ
れ
る
。
さ
ら
に
成
立

し
た
法
律
に
も
と
づ
い
て
、
行
政
が
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
の
み
な
ら
ず
政
党
の
思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

政
治
改
革
法
案
が
、
長
く
国
会
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
法
案
は
、
自
治
省
が
担
当
官
庁
と
な
り
、

内
閣
法
制
局
の
作
業
を
経
て
立
法
化
さ
れ
政
府
案
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、

公
職
選
挙
法
の
改
正
な
ど
は
、
議
員
の
身
分
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
政
治
資
金
の
規
制
と
い
っ
た

こ
と
は
、
議
員
が
み
ず
か
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
い
っ
た
点
か
ら
い
っ
て
も
、
本
来

与
党
が
議
員
立
法
で
法
案
化
し
、
そ
し
て
提
案
す
る
べ
き
法
律
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
次
の
重
要
な
政
治
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
「分
権
」
「規
制
緩
和
」
と
い
う
テ
ー

マ
は
、　
い
か
に
行
政
権
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
い
う
と
、
そ
れ

ら
の
法
案
化
を
行
政
に
ま
か
せ
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
筋
違
い
で
あ
る
。

も
し
官
僚
に
起
案
を
ま
か
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ま
ず
法
案
に
な
る
前
に
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員
立
法
の
活
用

と
な
れ
ば
、
や
は
り
議
会
主
導
で
、
「自
党
し
た
議
員
」
に
よ
る
議
員
立
法
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の

意
図
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

年
間
提
案
さ
れ
る
約

一
〇
〇
本
の
す
べ
て
の
法
律
に
つ
い
て
、
議
員
立
法
で
提
案
す
べ
き
だ
な
ど
と
乱
暴

な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
行
取
の
継
続
性
に
か
か
わ
る
実
務
的
な
法
律
は
、
政
府
提
案
で
も
間

題
は
な
い
が
、
内
閣
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
行
う
政
治
的
な
課
題
は
、
本
来
与
党
の
議
員
立
法
で
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提
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
格
別
に
目
新
し
い
提
案
で
は
な
い
。

現
に
一
九
四
九
年
、
ア
メ
リ
カ
議
会
を
視
察
し
た
議
員
団
か
ら
、
「立
法
府
た
る
国
会
が
み
ず
か
ら
立
法

に
任
ず
る
こ
と
。
こ
れ
が
た
め
に
は
憲
法
及
び
そ
の
他
の
法
律
に
も
と
づ
く
内
閣
提
出
の
議
案
以
外
の
法
律

案
は
、
党
を
通
し
て
議
員
よ
り
提
出
す
る
こ
と
に
改
め
る
こ
と
」
と
い
っ
た
要
望
が
両
院
議
長
に
出
さ
れ
、

さ
ら
に
与
党
か
ら
内
閣
へ
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
機
会
に
一
時
期
政
府
依
頼
法
案
と
い
う
こ
と
で
、

内
閣
で
法
律
案
の
草
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
与
党
を
通
し
て
国
会
に
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

た
。し

か
し
、
そ
の
後
、
自
民
党

一
党
支
配
の
政
治
が
固
定
化
す
る
中
で
、
政
府
与
党

一
体
と
い
う
意
識
が
強

ま
り
、
内
閣
が
直
接
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
、
自
民
党
の
一
党
支
配
の
政
治
体
制
が
終
了
し
、
政
権
交
代
が
柔
軟
に
行
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
議
会
の
活
性
化
を
図
る
う
え
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
も
是
非
再
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
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